
年間授業計画　様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ステップアップ日本語講座中級（東京書籍） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

G自分の意見と討論
【学びに向かう力、人間性等】思考
力を伸ばし言語感覚を磨き、生活を
豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】他者
から伝えられる内容を的確に理解
し、自分が伝えるべき内容を効果的
に伝える。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

D 作文、小論文の基礎
　セルフ・ディベート
【思考力、判断力、表現力等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。
　

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

17

○ ○

○ ○

15

○○ 8○

○

○

○

○

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

8

合計

70

○

8

大田桜台

【学びに向かう力、人間性等】

題材を集めて情報を整理し、効果的に伝わる。

表現演習

配当
時数

（内田　博子）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使っている。

国語 表現演習 2

（栁原　嘉文) （長谷川　昭一）

表現演習国語

領域
評価規準

文章を書くにあたっての基礎技術を身につける。

知

３
学
期

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

○

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

C 作文、小論文の基礎
　原稿用紙の使い方
　適切な表現
　小論文①
【知識及び技能】題材を集めて情報
を整理し、効果的に伝わる構成を用
いて発表する。
【学びに向かう力、人間性等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

○

２
学
期

Eディベート                 【思
考力、判断力、表現力等】国語の分
野において、適切かつ効果的に表現
する能力を育成し、伝え合う力を高
める。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

○

 F自己PR 自分を知る         【思
考力、判断力、表現力等】題材を集
めて情報を整理し、効果的に伝わる
構成を用いて発表する。【学びに向
かう力、人間性等】 国語の分野に
おいて、適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、伝え合う力を高め
る。

日本後検定模擬試験及び、小論文や
ディベート取り組んでいく。

6

国語の分野において、適切かつ効果的に表現する。

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

8

B 声の表現
【知識及び技能】題材を集めて情報
を整理し、効果的に伝わる構成を用
いて発表する。
【学びに向かう力、人間性等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

小テスト・提出物・授業中の取り組みの姿
勢等を総合的に評価する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○○

態

○

１
学
期

A 情報を収集するインタビュー
【知識及び技能】題材を集めて情報
を整理し、効果的に伝わる構成を用
いて発表する。
【学びに向かう力、人間性等】国語
の分野において、適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、伝え合う力
を高める。


